
⼤船渡市企画政策部企画調整課 迎⼭ 光

岩⼿県⼤船渡市の復興の概要
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⼤船渡港（⼤船渡町）

碁⽯海岸・⽳通磯（末崎町）

岩手県大船渡市



⼤船渡市の概況

⾃然、碁⽯海岸、復興、さんま、⼤船渡港キーワード

■⼤船渡市
・⼈⼝︓34,739⼈(R2)
・世帯数︓14,980世帯
・⾯積︓322.51km2
・3.11浸⽔⾯積︓8km2

⼤船渡市役所
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おおふなぽーと



復興まちづくりの課題

商業・業務の中⼼地として復興
↓

⼟地区画整理事業などの導⼊

①市中⼼部(⼤船渡駅周辺)

・リアス海岸特有の地形で、中⼼市街地（盛地区、⼤船渡地区）に商業・⾏政機能が
集積

・湾や岬ごとにまちが形成され、各地区内でも地区特性に合った“⾝近な拠点”が形成

地域と市が協働で⼟地利⽤計画を
検討 ↓

協働での⼟地利⽤⽅針の⾒直し

②市中⼼部以外

・市全体のグランドデザインを描きながら、地区特性を踏まえた復興が必要

・平成23年10⽉に、復興計画とともに、
各地区の⼟地利⽤の基本的な考え⽅を
⽰した「⼟地利⽤⽅針」を策定
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災害危険区域と建築制限
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○災害危険区域指定により住宅建
築等を制限する⼀⽅、⼀定の条
件の下で移転元地を買い取り

○⺠有地と市有地が混在し、部分
的に広範囲に平坦な⼟地が発⽣

○市中⼼部以外では、市の買取地
が相当規模で⽣じる等の地区を
対象に被災跡地の利活⽤を検討

○被災跡地の有効活⽤は被災地域
に共通した重要課題

○市中⼼部では、⼟地区画整理事
業などを導⼊



2019.4
土地を貸す

おおふなぽーと
●

2011.10

街区 機能 借地⼈ 店舗数
－ おおふなぽーと － －

① お菓⼦のファクトリーショップ 企業 1

② 商店街 まちづくり会社 12

③ ホテル 企業 1

土地区画整理事業

面積 約33.8ha

期間 2013〜2020年度

事業費 約199億円

備考
・平均減歩率10.75％

⑦ （事業候補者と調整中） まちづくり会社 －

④ 商店街 商店街組合 26

⑤ 商店街 まちづくり会社 18

⑥ ⼤型店舗（スーパー等） 企業 7

⑧ ワイナリー、ものづくり施設 まちづくり会社 2

⑨ ⽔産加⼯場 企業 2

JR⼤船渡線

⼭側︓居住可

海側︓居住不可
（第１種災害危険区域）

①②
③

⑦④
⑤⑥ ⑧

⑨

津波復興拠点整備事業

都市計画決定約10.4ha

2013〜2017年度

約59億円

・主に市有地（売却意向の
民有地を買取等）

【断面イメージ】
防潮堤

Ｔ.Ｐ.＋7.5 ｍ
ＪＲ大船渡線

Ｔ.Ｐ.＋5.0 ｍ

海

山側：居住可 海側：居住不可

漁港と港湾に隣接する「商業・業務の中心地」として復興する

市中⼼部の復興まちづくり
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おおふなぽーと

おおふなぽーとの概要

正式
名称

大船渡市防災観光交流センター

災害時 逃げ遅れたときの緊急避難場所

平常時

津波
伝承

次世代に災害の教訓を伝え、
防災について学び交流する場

観光
交流

大船渡の魅力（人、海の幸、
食べ物、浜の文化等）を伝え
る観光コンシェルジュ

地域
づくり

多世代の交流・憩い、活動、
情報発信の場

都市間
交流

震災を機に生まれた交流を育
み、お互いの未来を創る場

みまもる
見える知る

ふれる 活かす
勉強
・

仕事

つくる 育てる

趣味

過ごす

防災 観光

交流

居場所

市民や来館者とともに暮らしや活動を育む

「みなとまちの居場所」
を提供し、市全体の活性化を図る。
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市中⼼部の復興まちづくり



おおふなぽーと

遊び場として ながら勉強・仕事の場として 活動を拡げる場として

趣味の場として 練習の場として 防災学習の場として

市中⼼部の復興まちづくり
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施設を建てて
商売する

施設を建てて
商業者に貸す

緊急避難場所／観光情報の発信・交流の場

エリマネ分担金を
活用してまちを育てる

協力

市有地を
期限付きで貸す

先行整備した津波復興拠点整備事業区域

チャレンジと検証を繰り返すまちをつくる

空間をつくる

チャレンジ
＆検証

まちを育てる
（エリアマネジメント）

大船渡市

各街区の
借地人

募る

つくる

建てる
おおふなぽーと

㈱キャッセン
大船渡

市有地の
貸付料を減額する

エリマネ分担金を
まちづくり会社に託す

空間をつくる

借地期間満了
（20～30年後）

将来の大人が
まちを見直す

新しい世代による
新しいまち

行政＝環境づくり

積み重ねた検証
の結果を活かす

都市再生推進法人

市中⼼部の復興まちづくり
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52 41 369
ファクトリー フード

・ヴィレッジ
モール＆
パティオ

⽔産
加⼯場

ショッピング
・センター

ドリーム
・プラザ

ステイ

客船 親⽔
空間

芝⽣
広場

海

生活者の変化する価値観に対応できるか？

市中⼼部の復興まちづくり

9



市中⼼部以外の被災跡地利⽤
(1)地域住⺠の⽣活環境の向上につながる⼟地利⽤を推進 →地域と市との
協働のまちづくり

(2)⼟地利⽤計画に位置づけた事業で使⽤しない移転元地は個別に譲渡・貸
付を実施 →将来的な維持管理コストの抑制

(3)上記によっても残った移転元地は⼟地交換などにより集約化

地域と市の協働検討
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⼟地利⽤⽅針図⾒直し案・被災跡地
⼟地利⽤実現化⽅策案取りまとめ

住⺠懇談会＝地区合意

⼟地利⽤⽅針図⾒直し案・被災跡地
⼟地利⽤実現化⽅策の策定

→まちづくり専⾨家
を交えた地域での
ワークショップ
(中⾚崎地区)

←まちづくり委員会
の様⼦

（綾⾥地区）

■被災跡地利⽤検討フロー



市中⼼部以外の被災跡地利⽤
被災跡地⼟地利⽤実現化⽅策の例 ＠越喜来浦浜・泊地区
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市中⼼部以外の被災跡地利⽤
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津波に耐えたポプラの⽊、
通称“ど根性ポプラ”を中⼼
として、地域が管理する多
⽬的広場を整備（平成30年
5⽉完成）

・住まいの⾼台移転により震災前に盛
んだった地域⾏事等のコミュニティ
が低調化

・移転元地を最⼤限に活⽤し、地域住
⺠の交流やコミュニケーション、憩
いの場を創出するため、復興交付⾦
を活⽤して多⽬的広場を整備

計画図

施⼯前

完成

多⽬的広場整備の例
＠越喜来浦浜・泊地区



市中⼼部以外の被災跡地利⽤

・鎮魂・憩いの場として、地域が復興事業関連
業者の協⼒を得て、湾望台を整備

地域主体による憩いの場の整備の例 ＠越喜来浦浜・泊地区
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市中⼼部以外の被災跡地利⽤
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・移転元地を活⽤して、市が⽤地整備を⾏い、
事業者がイチゴ⽣産施設を整備

移転元地を活⽤したイチゴ⽣産施設整備の例 ＠越喜来浦浜地区

イチゴ⽣産施設

新たな事業⽤地として市が整備中

施⼯前



市中⼼部以外の被災跡地利⽤

・市が⽤地整備を⾏い、事業者がトマト⼤規模
栽培施設を整備

移転元地を活⽤したトマト⼤規模栽培施設整備の例
＠末崎町⼩河原地区

トマト⼤規模栽培施設
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施⼯前 ⺠有地
道路等



市中⼼部以外の被災跡地利⽤
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廃校を活⽤した交流・宿泊施設整備の例 ＠越喜来甫嶺地区
・廃校を活⽤して地域活動の交流拠点・宿泊施

設として整備、地域会社が指定管理で運営。
校庭にはBMXコースを事業者が整備

ドミトリー

オープンキッチン 室内パーク



市中⼼部以外の被災跡地利⽤
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移転元地を活⽤した多⽬的広場等整備の例 ＠中⾚崎地区

防災学習館フロアマップ

・⼩学校跡地にグラウンドを整備、移転元地を活⽤し
て多⽬的広場を整備・供⽤開始(11/15〜)

・地区公⺠館として活⽤していた建物を⼀部改修し、
「防災学習館」として運⽤開始(10/1〜)

多⽬的広場

⾚崎グラウンド

施⼯前(2019.6)
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10年間を振り返ると…

総合
計画に
基づく
まちづくり

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

東⽇本⼤震災

前期︓復旧の推進

市復興計画
中期︓復興の本格化 後期︓新しいまちの創造

さらに
⾛り
続け
る︕

総合計
画2021

コロナ禍

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

年少⼈⼝ ⽣産年齢⼈⼝ ⽼年⼈⼝

住まいやなりわいの再
建に向け、都市基盤や
⽣産基盤等の復旧に
がむしゃらに⾛る︕

基盤整備を進めながら、
復興にひたすら⾛る︕

がれき処理完了

整備されつつある基盤
を活⽤するためにひた
⾛る︕

防集⼯事完了
区画整理
⼯事完了

⼤船渡市の⼈⼝

・過去10年、がむしゃらに⾛る → 誰が︖ → オール⼤船渡 → 疲労の蓄積︖
・復興需要等で⼈⼝減は実感しにくかったが、⽴ち⽌まってみると“想定外”の⼈⼝

減が進⾏（40,645⼈→34,521⼈、△6,124⼈,△15.0%）
現
状



10年間を振り返ると…

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03

東⽇本⼤震災

前期
市復興計画

中期 後期

コロナ禍
がれき処理完了 防集⼯事完了

区画整理
⼯事完了

・復興の原動⼒の⼀つとなった“地域⼒”＝地⽅特有の強固なコミュニティ
→“コロナ”禍による⼈流の低下、交流の休⽌が“地域⼒”の体⼒を削ぎ、⾜腰を

弱めている…地域内での⼈流(寄り合い等)もほぼゼロに近い状態に
現
状

よーいどんで、⼀⻫に
⾛り出した期間︕ ⼀緒に⾛り出す⼈たち(外部⽀援者等)や、観

客(交流・関係⼈⼝)が増え、背中を後押しされ
ながら⾛る期間

写真︓⼤船渡ポートサイドマラソン、新春四⼤マラソン

⾛る集団はどんどん⼩さくなり、
“コロナ”という霧の中を⾛り抜
ける期間
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市復興計画
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復興に向けた体制

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03～

東⽇本⼤震災 コロナ禍
がれき処理完了 防集⼯事完了

区画整理
⼯事完了

災害復興局

復興政策課

集団移転課

⼟地利⽤課

市街地整備課

⼤船渡駅周辺整備室

被災跡地利⽤推進室

⼤船渡駅
周辺整備室

駅
周辺整
備室

企
画
調

整
課

⼟
地
利
⽤
課

建
設
課
︑

財
政
課
な
ど



１ 震災からの復興の“総仕上げ“と整備後
のモノ・コトの“活⽤“

⼤きなテーマが2つ

２ ⼈⼝減少の“⻭⽌め”

これらを踏まえた施策を展開しながら、
持続可能なまちづくりを実現21

将来の⼤船渡市を考えると…

復興後のまちづくりに向けた市政懇談会の資料(R2.7⽉開催)
下の資料では、「将来の⼤船渡市を考えると…」を前置きしているが、これ
ら⼆つは、被災地の今後の共通課題︕

モノだけではなく、そこか
ら⽣まれたつながり、背景、
ストーリーも活⽤

これは当然、取
り組むべきこと

減少は全国的な傾向。どれ
だけ⼈が循環(往来)する仕
掛けをできるか︖



岩⼿県⼤船渡市の復興の概要
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